
日
本
工
作
機
械
工
業
会

（
会
長
�
坂
元
繁
友
氏
・
芝

浦
機
械
社
長
）
と
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
（
社
長
�
久
我
英

男
氏
）
は
７
月
２９
日
、
東
京

都
港
区
の
芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

で
開
い
た
記
者
会
見
で
、

「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
２
６

（
第
３３
回
日
本
国
際
工
作
機

械
見
本
市
）」を
２
０
２
６
年

１０
月
２６
日
㈪
〜
３１
日
㈯
の
６

日
間
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

に
て
開
催
す
る
と
発
表
し

た
。Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
は
、
工
作

機
械
や
そ
の
あ
ら
ゆ
る
周
辺

機
器
が
一
堂
に
会
す
る
「
も

の
づ
く
り
の
総
合
見
本

市
」
。
１
９
６
２
年
か
ら
隔

年
で
開
か
れ
、
多
く
の
出
展

者
が
同
展
に
合
わ
せ
て
新
製

品
の
開
発
を
行
う
な
ど
、
最

先
端
技
術
が
い
ち
早
く
発
表

さ
れ
る
場
と
し
て
、
世
界
各

国
・
地
域
の
業
界
関
係
者
よ

り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

前
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０

２
４
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
全
館
を
会
場
に
過
去
最
高

の
１
２
６
８
社
・
５
７
４
４

小
間
の
出
展
規
模
で
開
催
さ

れ
、
期
間
中
１２
万
９
０
１
８

人
が
来
場
し
た
。

今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２

０
２
６
は
、
２
０
０
８
年
以

降
、
土
曜
日
・
日
曜
日
を
含

ん
だ
６
日
間
と
し
て
き
た
会

期
を
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
に
変
更
。
ウ
ィ
ー
ク
デ

ー
を
１
日
長
く
し
、
現
代
の

ビ
ジ
ネ
ス
形
態
に
沿
っ
た
開

催
日
程
と
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
の
大
規
模
改
修
工

事
に
よ
り
、
全
体
面
積
の
約

２２
％
に
あ
た
る
東
展
示
棟

４
、
５
、
６
ホ
ー
ル
（
約
２

万
５
０
０
０
㎡
）
が
使
用
で

き
な
い
状
況
で
の
開
催
と
な

る
。
引
き
続
き
高
い
出
展
ニ

ー
ズ
が
見
込
ま
れ
、
効
率
的

な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
多
様
な
魅

力
あ
る
展
示
会
の
実
現
を
目

指
す
。
来
場
者
数
は
前
回
並

み
の
１３
万
人
を
目
標
と
し
て

い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
で
は
出
展

者
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
主

催
者
に
よ
る
多
様
な
併
催
企

画
も
実
施
。
今
展
で
は
多
彩

な
講
演
会
や
最
新
技
術
ト
レ

ン
ド
を
体
感
で
き
る
企
画
展

示
の
ほ
か
、
出
展
者
と
学
生

を
結
ぶ
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
を

拡
充
し
て
未
来
の
も
の
づ
く

り
継
承
に
も
注
力
し
た
企
画

な
ど
を
展
開
す
る
。
特
別
併

催
展
と
し
て
前
回
・
前
々
回

開
催
さ
れ
た
「
Ａ
ｄ
ｄ
ｉ
ｔ

ｉ
ｖ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ

ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
（
Ａ
Ｍ
）
エ

リ
ア
」
に
つ
い
て
は
、
会
場

縮
小
の
影
響
に
よ
り
実
施
し

な
い
予
定
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
出
展
者
・
来
場

者
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

の
た
め
、
電
子
招
待
券
、
会

場
内
サ
イ
ン
の
電
子
化
、
Ａ

Ｉ
を
用
い
た
海
外
来
場
者
対

応
等
の
Ｄ
Ｘ
化
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
利
便
性
の
向
上
を

図
り
な
が
ら
持
続
可
能
性
の

あ
る
展
示
会
の
運
営
を
行

う
。ま
た
、公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト（w
w
w
.jim
tof.org

）

で
出
展
者
情
報
や
講
演
会
・

セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
紹
介
。
さ
ら
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

Ｔ
Ｓ
」
を
通
じ
て
工
作
機
械

業
界
を
中
心
に
広
く
も
の
づ

く
り
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
発

信
し
、
継
続
的
に
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
及
び
業
界
の
周
知
を
行

う
。会

見
で
日
本
工
作
機
械
工

業
会
の
柚
原
一
夫
専
務
理
事

は
「
内
外
の
有
力
メ
ー
カ
ー

が
一
堂
に
集
う
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
で
は
、
各
メ
ー
カ
ー
が

『
グ
リ
ー
ン
』
『
デ
ジ
タ

ル
』
『
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
』
の

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
念
頭

に
、
研
究
開
発
し
た
成
果
が

具
体
的
か
つ
最
適
な
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
披
露
さ
れ

る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

そ
れ
が
製
造

業
の
競
争
力

強
化
と
価
値

創
造
に
寄
与

し
、
政
府
の

方
針
・
政
策

と
相
ま
っ
て

設
備
投
資
の

機
運
が
高
ま
り
、
設
備
の
ビ

ン
テ
ー
ジ
の
若
返
り
を
強
力

に
後
押
し
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
出
展
者
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
最
大
限
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し
、
効

率
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
と
ス
ム

ー
ズ
な
人
流
創
出
に
努
め
た

い
」
と
挨
拶
。

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
の
岩

瀨
和
春
常
務
は
、
今
回
の
キ

ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

「
最
先
端
の
も
の
づ
く
り
と

次
世
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い

く
技
術
を
『
折
り
紙
の
鳥
』

で
表
現
し
た
。
多
彩
な
鳥
た

ち
は
工
作
機
械
に
関
連
す
る

様
々
な
業
界
を
象
徴
し
て
お

り
、
産
業
全
体
が
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
を
通
じ
て
世
界
へ
、
そ

し
て
未
来
へ
と
飛
躍
し
て
い

く
姿
を
描
い
て
い
る
。『
果
て

な
き
高
度
へ

羽
ば
た
く
技

術
』と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
に

集
結
す
る
工
作
機
械
業
界
の

『
高
度
』
な
技
術
が
さ
ら
な

る『
高
み
』へ
と
羽
ば
た
き
、

果
て
し
な
い
未
来
に
つ
な
が

っ
て
い
く
よ
う
願
い
を
込
め

た
」と
コ
ン
セ
プ
ト
を
紹
介

し
、多
く
の
参
加
に
向
け
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

開
催
概
要

【
名
称
】
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

２
０
２
６
（
第
３３
回
日
本
国

際
工
作
機
械
見
本
市
）
、
Ｔ

ｈ
ｅ

３３
ｒ
ｄ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ｅ

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

【
開
催
趣
旨
】
工
作
機
械

お
よ
び
そ
の
関
連
機
器
等
の

内
外
商
取
引
の
促
進
な
ら
び

に
国
際
間
の
技
術
交
流
を
は

か
り
、
も
っ
て
産
業
の
発
展

と
貿
易
の
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

【
会
期
】
２
０
２
６
年
１０

月
２６
日
㈪
〜
１０
月
３１
日
㈯
の

６
日
間

【
会
場
】

東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト

【
主
催
】

一
般
社
団
法

人
日
本
工
作

機
械
工
業

会
、
株
式
会

社
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト

【
後
援
】

（
予
定
）
経

済
産
業
省
、

東
京
都
、
日

本
商
工
会
議

所
【
協
賛
】
日
本
工
作
機
械

輸
入
協
会
、
（
一
社
）
日
本

鍛
圧
機
械
工
業
会
、
日
本
精

密
機
械
工
業
会
、
（
一
社
）

日
本
機
械
工
具
工
業
会
、

（
一
社
）
日
本
工
作
機
器
工

業
会
、
日
本
精
密
測
定
機
器

工
業
会
、
研
削
砥
石
工
業

会
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
業
協

会
、
日
本
光
学
測
定
機
工
業

会
、
（
一
社
）
日
本
フ
ル
ー

ド
パ
ワ
ー
工
業
会
、
（
一

社
）
日
本
試
験
機
工
業
会
、

（
一
社
）
日
本
歯
車
工
業
会

【
展
示
場
面
積
（
予
定
）
】

９
万
２
８
５
０
㎡
（
東
※
・

西
・
南
展
示
棟
）
※
東
４
〜

６
ホ
ー
ル
を
除
く
（
期
間
中

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
の
た

め
）【

出
展
物
】
工
作
機
械
、

鍛
圧
機
械
、
工
作
機
器
、
機

械
工
具
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

Ｃ
Ｂ
Ｎ
工
具
、
研
削
砥
石
、

歯
車
・
歯
車
装
置
、
油
圧
・

空
圧
・
水
圧
機
器
、
精
密
測

定
機
器
、
光
学
測
定
機
器
、

試
験
機
器
、
制
御
装
置
お
よ

び
関
連
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
等
）
、
そ
の

他
工
作
機
械
に
関
連
す
る
環

境
対
応
機
器
装
置
・
機
器
・

資
材
・
製
品
・
技
術
お
よ
び

情
報出

展
申
込
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で

１０
月
１
日
受
付
開
始

【
申
込
期
間
】
〈
主
催
者

・
協
賛
団
体
会
員
／
海
外
工

業
会
会
員
〉
２
０
２
５
年
１０

月
１
日
㈬
９
時
００
分
〜
１０
月

３１
日
㈮
２３
時
５９
分
、
〈
国
内

・
海
外
一
般
〉
２
０
２
５
年

１１
月
４
日
㈫
９
時
００
分
〜
１１

月
１８
日
㈫
２３
時
５９
分

【
申
込
方
法
】
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（w
w
w
.jim
tof.org

）

上
か
ら
の
申
し
込
み
と
な

る
。
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に

設
置
さ
れ
る
「
出
展
申
込
フ

ォ
ー
ム
」
よ
り
必
要
事
項
を

入
力
し
、
申
し
込
む
。

【
出
展
申
込
に
関
す
る
問

合
せ
先
】
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
事
務
局

（E
-m
ail

�jim
tof@

tok
yo
-
big
sig
h
t.
co.

jp

、
☎
０
３
�
５
５
３
０
�

１
３
３
３
）

日本工作機械工業会の柚原専務理事

�
果
て
な
き
高
度
へ
羽
ば
た
く
技
術
�

来
年
１０
月
、「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２０２６
」

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
月
〜
土
曜
開
催

多くの来場者で賑わった前回展
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中
部
包
装
食
品
機
械
工
業

会
（
会
長
�
生
田
涌
希
氏
・

フ
ジ
キ
カ
イ
社
長
）
は
２
０

２
６
年
４
月
２２
日
㈬
〜
２５
日

㈯
の
４
日
間
、
包
装
・
食
品

・
製
パ
ン
製
菓
・
物
流
機

械
、
衛
生
・
環
境
・
検
査
機

器
、
包
装
資
材
、
食
品
材
料

な
ど
の
総
合
展
「
２
０
２
６

中
部
パ
ッ
ク
」
を
ポ
ー
ト
メ

ッ
セ
な
ご
や
第
１
展
示
館
で

開
催
す
る
。

中
部
パ
ッ
ク
は
２
年
に
一

度
行
わ
れ
る
食
と
包
装
に
関

す
る
中
部
地
区
唯
一
の
総
合

展
示
会
で
、
２５
回
目
の
開
催

を
迎
え
る
。
前
回
展
（
２
０

２
４
中
部
パ
ッ
ク
）
に
は
２

１
４
社
が
出
展
し
、
４
日
間

の
来
場
者
数
は
約
５
万
人
と

盛
況
だ
っ
た
。

２
０
２
６
中
部
パ
ッ
ク
は

「
想
像
か
ら
創
造
へ
〜
新
た

な
る
包
装
の
カ
タ
チ
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
作
業
環
境
及
び

衛
生
管
理
の
向
上
、
省
力

化
、
安
全
生
産
に
向
け
た
ラ

イ
ン
化
、
シ
ス
テ
ム
化
を
視

野
に
入
れ
た
、
未
来
に
つ
な

が
る
最
先
端
技
術
を
展
示
す

る
。ま

た
、
毎
回
好
評
の
「
特

別
講
演
会
」
、
商
品
Ｐ
Ｒ
・

販
売
コ
ー
ナ
ー
「
チ
ュ
ー
ピ

ー
プ
ラ
ザ
」
〜
パ
ッ
ク
Ｄ
Ｅ

マ
ル
シ
ェ
〜
を
引
き
続
き
実

施
す
る
ほ
か
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
や
リ
ク
ル
ー
ト
関
連
の

催
し
も
企
画
し
、
来
場
者
を

迎
え
る
。
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
、
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
様
々
な
情
報
を
配

信
し
て
い
る
。

開
催
時
間
は
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
。
今
回
か
ら
最
終

日
の
２５
日
㈯
の
み
午
後
４
時

ま
で
と
な
る
。

現
在
、
２
０
２
６
中
部
パ

ッ
ク
事
務
局
（
☎
０
５
２
�

４
５
２
�
３
１
６
１
）
で
は

出
品
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
る
。
申
し
込
み
は
、
公

式
サ
イ
ト
▼https

�//c
hubupack.or.jp/

の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
出
品
申
込
」

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
行
え
る
。

受
付
期
間
は

１１
月
３０
日
ま

で
。
１０
％
早

期
割
引
や
初

回
出
品
社
に

は
特
別
優
待

（
角
小
間
保

証
、
早
期
割

引
も
適
応
）

を
用
意
。
新

企
画
と
し
て
「
特
別
コ
ン
パ

ク
ト
ブ
ー
ス
」
（
小
間
サ
イ

ズ
２
ｍ
×
２
ｍ
）
も
新
設
し

た
。７

月
１８
日
に
名
古
屋
市
内

で
開
か
れ
た
記
者
発
表
会

で
、
生
田
会
長
は
「
一
昨
年

は
工
業
会
設
立
５０
周
年
の
年

で
も
あ
り
、
こ
こ
中
部
地
区

で
長
年
に
渡
っ
て
開
催
し
て

き
た
展
示
会
も
新
た
な
る
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

た
。
出
品
社
の
方
か
ら
は
、

来
場
者
と
じ
っ
く
り
商
談
す

る
時
間
が
持
て
て
中
身
の
濃

い
展
示
会
だ
っ
た
と
評
価
を

頂
い
た
。
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ

て
も
新
た
な
情
報
を
入
手
す

る
た
め
に
展
示
会
は
不
可
欠

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
企
業
の
設
備
投

資
は
米
国
の
政
策
の
不
確
実

性
の
高
ま
り
か
ら
一
部
で
様

子
見
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
人
手
不
足
対
応
や
デ

ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
等
の

ニ
ー
ズ
は
根
強
く
、
総
じ
て

拡
大
傾
向
が
続
く
よ
う
だ
。

中
部
地
区
の
特
徴
は
、
自
動

車
や
航
空
機
産
業
だ
け
で
は

な
く
、農
業
も
日
本
有
数
の

生
産
高
を
誇
っ
て
い
る
。複

数
の
モ
ノ
づ
く
り
の
中
心
で

あ
り
、日
本
の
中
心
に
位
置

す
る
場
所
で
産
業
見
本
市
を

開
催
す
る
こ
と
は
、と
て
も

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
」と
挨

拶
。吉

田
眞
治
２
０
２
６
中
部

パ
ッ
ク
実
行
委
員
長
（
ヨ
シ

ダ
キ
カ
イ
社
長
）
は
今
回
の

テ
ー
マ
に
触
れ「
私
た
ち
包

装
機
械
メ
ー
カ
ー
、
食
品
機

械
メ
ー
カ
ー
及
び
そ
れ
に
関

わ
る
す
べ
て
の
メ
ー
カ
ー
や

商
社
が
、
食
を
通
じ
て
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指
し
、
豊

か
な
未
来
を
想
像
し
、
新
し

い
物
を
創
造
し
て
い
く
�
こ

れ
が
我
々
業
界
の
使
命
だ
と

考
え
て
い
る
。
食
品
業
界
の

未
来
は
、
常
に
安
全
な
も
の

を
消
費
者
に
提
供
す
る
こ

と
、
そ
し
て

更
に
安
心
し

て
食
べ
ら
れ

る
環
境
を
整

え
て
い
く
方

に
向
か
っ
て

い
る
。
そ
の

反
面
、
食
品

・
包
装
の
原

材
料
不
足
や

価
格
の
高

騰
、
人
手
不

足
、
食
品
ロ

ス
の
問
題
な

ど
課
題
は
た

く
さ
ん
あ

る
。
我
々
は

食
品
業
界
の
変
化
を
敏
感
に

感
じ
取
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
よ

り
良
い
協
力
者
と
な
っ
て
共

に
繁
栄
で
き
る
よ
う
心
掛
け

て
い
き
た
い
。
こ
こ
中
部
地

区
に
お
い
て
、
進
化
し
た
展

示
会
場
で
ゆ
っ
く
り
見
て
頂

き
、
時
間
を
か
け
て
商
談
で

き
る
展
示
会
を
目
指
し
て
い

る
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

【
開
催
要
項
】

▼
名
称
�
２
０
２
６
中
部

パ
ッ
ク

▼
テ
ー
マ
�
想
像
か
ら
創

造
へ
〜
新
た
な
る
包
装
の
カ

タ
チ
〜

▼
目
的
�
包
装
機
械
、
食

品
機
械
、
製
パ
ン
製
菓
機

械
、
物
流
機
械
、
衛
生
・
環

境
・
検
査
機
器
、
包
装
資

材
、
食
品
材
料
な
ど
、
原
料

か
ら
製
造
、
包
装
、
物
流
ま

で
を
一
貫
し
て
展
示
し
、
業

界
の
発
展
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の

共
存
共
栄
の
道
を
拓
く

▼
主
催
�
中
部
包
装
食
品

機
械
工
業
会

▼
後
援
（
申
請
中
）
�
愛

知
県
・
名
古
屋
市
・
名
古
屋

商
工
会
議
所
・
日
本
貿
易
振

興
機
構
名
古
屋
貿
易
情
報
セ

ン
タ
ー

▼
協
賛
（
申
請
中
）
�
日

本
包
装
機
械
工
業
会
／
日
本

包
装
技
術
協
会
／
日
本
食
品

機
械
工
業
会
／
日
本
製
パ
ン

製
菓
機
械
工
業
会
／
日
本
粉

体
工
業
技
術
協
会
／
東
京
糧

食
機
工
業
協

同
組
合
／
日

本
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
シ
ス

テ
ム
協
会
／

愛
知
県
菓
子

工
業
組
合
／

包
装
食
品
技

術
協
会
／
愛

知
工
研
協
会

／
日
本
豆
腐

機
器
連
合
会

／
日
本
厨
房

工
業
会
／
全
国
醸
造
機
器
工

業
組
合
／
日
本
冷
凍
空
調
工

業
会
／
日
本
自
動
販
売
シ
ス

テ
ム
機
械
工
業
会
／
日
本
包

装
リ
ー
ス
／
セ
ロ
フ
ァ
ン
工

業
会
／
中
部
包
装
資
材
協
議

会
／
日
本
粘
着
テ
ー
プ
工
業

会
／
全
日
本
包
装
資
材
連
合

会
／
日
本
印
刷
産
業
機
械
工

業
会
／
愛
知
県
印
刷
工
業
組

合
／
東
海
北
陸
シ
ー
リ
ン
グ

印
刷
協
同
組
合
／
中
日
新
聞

社
／
日
刊
工
業
新
聞
社
／
中

部
経
済
新
聞
社
／
日
本
工
業

新
聞
社
／
中
部
日
本
放
送
／

東
海
ラ
ジ
オ
放
送
／
東
海
テ

レ
ビ
放
送
／
中
京
テ
レ
ビ
放

送
／
メ
〜
テ
レ
／
テ
レ
ビ
愛

知
▼
会
期
�
２
０
２
６
年
４

月
２２
日
㈬
〜
２５
日
㈯
の
４
日

間
▼
開
催
時
間
�
午
前
１０
時

〜
午
後
５
時
（
最
終
日
２５
日

㈯
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
会
場
�
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ

な
ご
や
（
名
古
屋
市
港
区
金

城
ふ
頭
２
�
２
）

▼
展
示
規
模
�
第
１
展
示

館
／
展
示
面
積
�
２
万
１
６

０
㎡▼

入
場
料
�
１
０
０
０
円

（
消
費
税
込
）

▼
併
催
行
事
�
出
品
社
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
、
事
務
局
主
催
に

よ
る
特
別
講
演
会

前回展の会場風景

来
年
４
月
、ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
で

『
２０２６
中
部
パッ
ク
』開
催

出
品
申
込
受
付
中
！
１１
月
末
ま
で

生田会長

（２）令和７年９月７・１４日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２９３３・２９３４号
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『
三
菱
電
機
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
フ
ェ
ア
（
Ｍ
Ｍ
Ｆ
）
２

０
２
５
』
の
メ
デ
ィ
ア
向
け

説
明
会
が
７
月
２９
日
、
同
社

の
産
業
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
製

作
所
（
名
古
屋
製
作
所
）
内

Ｆ
Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
所
在
地
�
名
古

屋
市
東
区
矢
田
南
）
で
開
催

さ
れ
た
。
本
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

展
示
会
で
は
、
同
社
の
産
業

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
の
概

要
説
明
に
加
え
、
実
に
１３
年

ぶ
り
と
な
る
待
望
の
新
型
ワ

イ
ヤ
放
電
加
工
機
の
初
公
開

な
ど
、
最
新
の
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
製
品
に
つ
い
て
、
実
機

デ
モ
を
交
え
な
が
ら
詳
し
く

解
説
し
て
く
れ
た
。

産
業
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
事

業
部
の
長
谷
川
寛
事
業
部
長

か
ら
は
、
三
菱
電
機
の
産
業

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
に
関

す
る
概
要
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
２
０
２

５
の
開
催
概
要
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
た
。
産
業
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
作
所
で
開

発
・
製
造
さ
れ
て
い
る
製
品

に
は
「
放
電
加
工
機
」
「
レ

ー
ザ
加
工
機
」
「
数
値
制
御

装
置
（
Ｎ
Ｃ
）
」
の
ほ
か
、

新
事
業
と
し
て
新
た
に
開
発

・
製
造
が
始
ま
っ
た
「
金
属

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
」
「
Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
切
断
用
３
次
元
レ
ー
ザ
加

工
機
」
「
マ
ル
チ
ワ
イ
ヤ
」

が
あ
る
。
こ
う
し
た
加
工
機

は
主
に
、
自
動
車
関
連
、
医

療
関
連
、
電
子
部
品
関
連
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
航
空
機

関
連
、
建
築
関
連
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
モ
ノ
づ
く

り
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
。

従
来
、
三
菱
電
機
名
古
屋

製
作
所
で
は
産
業
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
製
品
群
と
Ｆ
Ａ
機
器

製
品
群
の
開
発
な
ら
び
に
製

造
を
担
っ
て
い
た
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
進

展
に
伴
い
市

場
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
・
高

機
能
化
が
進

展
。
モ
ノ
づ

く
り
現
場
か

ら
は
、
よ
り

高
度
な
加
工

技
術
と
、
自

動
化
・
省
人

化
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ

こ
で
三
菱
電

機
は
２
０
２

１
年
４
月
、
こ
う
し
た
市
場

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
名
古

屋
製
作
所
か
ら
分
離
す
る
カ

タ
チ
で
産
業
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
製
作
所
（
通
称
メ
カ
電
）

を
設
立
し
た
。
愛
知
県
新
城

市
に
あ
る
新
城
工
場
で
は
主

軸
モ
ー
タ
の
製
造
、
岐
阜
県

可
児
市
に
あ
る
福
山
製
作
所

で
は
放
電
加
工
機
、
レ
ー
ザ

加
工
機
の
盤
製
造
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｓ
４
（
ス
イ
ス
）
、
三
菱

電
機
大
連
機
器
有
限
公
司

（
中
国
）
、
三
菱
電
機
自
動

化
機
器
製
造
（
常
熟
）
有
限

公
司
（
中
国
）
に
も
製
造
拠

点
を
構
え
て
い
る
。

Ｍ
Ｍ
Ｆ
２
０
２
５
の
開
催

テ
ー
マ
は
「A

utom
atin

g
the
W
orld

〜
絶
え
ま

な
い
進
化
を
、
あ
な
た
の
も

の
づ
く
り
へ
〜
」
。
多
岐
に

わ
た
る
製
品
に
よ
り
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
提
案
が
可
能
な
産

業
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
作
所

が
誇
る
自
動
化
・
省
人
化
に

対
す
る
最
新
技
術
を
展
示

し
、
そ
れ
ら
を
体
感
し
て
も

ら
う
こ
と
で
多
く
の
ユ
ー
ザ

ー
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
展
で
は
、
１３
年
ぶ
り
の

新
製
品
と
な
る
ワ
イ
ヤ
放
電

加
工
機
「
Ｍ

Ｇ
１２
Ｒ
／
Ｍ

Ｇ
２４
Ｒ
」
、

新
技
術
を
搭

載
し
た
フ
ァ

イ
バ
レ
ー
ザ

加
工
機「
Ｍ

Ｌ
３
０
１
５

Ｇ
Ｘ
�
Ｆ
１

０
０
／
Ｍ
Ｌ

３
０
１
５
Ｇ

Ｘ
�
Ｆ
２
０

０
」の
ほ
か
、

形
彫
放
電
加

工
機
、
ク
ロ

ス
フ
ロ
ー
レ

ー
ザ
加
工
機
、
新
事
業
と
し

て
展
開
が
始
ま
っ
た
金
属
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
や
レ
ー
ザ
細
穴

加
工
機
な
ど
、
加
工
機
展
示

は
２３
台
。
ま
た
、
ワ
イ
ヤ
放

電
加
工
機
＋
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト

連
動
、
形
彫
放
電
加
工
機
＋

自
動
化
シ
ス
テ
ム
、
レ
ー
ザ

加
工
機
＋
自
動
仕
分
け
装
置

の
３
シ
リ
ー
ズ
が
、
自
動
化

展
示
と
し
て
出
展
さ
れ
て
い

た
。新

型
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
機

「
Ｍ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」
。
三
菱

電
機
独
自
の
Ａ
Ｉ
技
術
で
あ

る
�
Ｍ
ａ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
ｔ
�
が

加
工
技
術
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

再
現
す
る
こ
と
で
誰
で
も
簡

単
に
高
品
位
加
工
を
実
現
す

る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い

る
。
止
ま
ら
な
い
安
定
加
工

は
不
意
な
マ
シ
ン
ダ
ウ
ン
時

間
を
削
減
。
万
一
の
ト
ラ
ブ

ル
に
も
早
急
に
対
応
で
き
る

と
い
う
。
さ
ら
に
、
消
費
電

力
を
抑
制
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
も
低
減
し
て
く
れ

る
。新

事
業
・
新
分
野
へ
の
取

組
と
し
て
、
今
回
展
に
は
金

属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
が
出
展
さ

れ
た
。
新
た
な
金
属
加
工
方

法
と
し
て
積
層
造
形
（
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
）
の
需
要
が
高
ま

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
三
菱
電

機
は
同
社
の
レ
ー
ザ
技
術
、

電
子
ビ
ー
ム
技
術
を
用
い
た

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
開
発
を
進

め
て
き
た
。
そ
し
て
誕
生
し

た
の
が
今
回
展
示
さ
れ
た

「
Ａ
Ｚ
６
０
０
」
だ
。
主
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
は
自
動
車

関
連
、
航
空
関
連
、
発
電
関

連
と
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
タ
ケ
（
社
長
�
金
戸

俊
哉
氏
、
本
社
�
名
古
屋
市

中
区
）
の
従
業
員
組
合
は
８

月
１
日
、
名
古
屋
市
中
区
の

ヒ
ル
ト
ン
名
古
屋
で
「
２
０

２
５
年
度

納
涼
会
」
を
開

催
。
同
社
社
員
ら
お
よ
そ
１

５
０
名
が
参
加
し
て
、
美
味

し
い
料
理
と
飲
み
物
、
豪
華

景
品
が
多
数
用
意
さ
れ
た
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
で
お
お

い
に
盛
り
上

が
り
、
楽
し

い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し

た
。本

会
の
開

会
に
あ
た

り
、ま
ず
は
、

従
業
員
組
合

の
田
辺
裕
智

委
員
長
（
オ

ー
タ
ケ
名
古

屋
支
店
）
が

登
壇
し
、

「
本
日
は
月
初
め
の
お
忙
し

い
な
か
、
か
く
も
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
非
常
に
暑
い
日
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ

ま
、
熱
中
症
に
は
充
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
我
が

社
は
今
期
で
中
期
経
営
計
画

が
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
上
場
３０
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
期
を
な
ん
と
か
乗
り
切
っ

て
、
来
期
の
創
業
８０
周
年
、

そ
し
て
、
そ
の
先
の
１
０
０

年
に
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
」
と
挨
拶
し

た
。続

い
て
金
戸
オ
ー
タ
ケ
社

長
が
登
壇
し
、
「
皆
さ
ま
、

大
変
な
酷
暑
が
続
く
な
か
、

毎
日
お
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
日
は
、
暑

く
な
っ
た
身
体
を
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
さ
せ
る
た
め
に
も
、
美

味
し
い
料
理
と
冷
た
い
飲
み

物
で
心
も
身
体
も
癒
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
さ

て
、
私
は
２
０
１
７
年
８
月

１
日
に
株
式
会
社
オ
ー
タ
ケ

に
入
社
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
る
８
年
が
過
ぎ
、

今
日
か
ら
９
年
目
と
な
り
ま

す
。
私
が
入
社
し
た
２
０
１

７
年
と
今
を
比
較
す
る
と
、

売
上
は
３７
％
増
収
、
純
利
益

も
同
じ
く
３７
％
増
え
て
お
り

ま
す
。
社
員

数
は
３４
％
増

加
し
て
、
従

業
員
給
料
は

３８
％
増
と
な

り
、
配
当
金

は
４４
％
増

と
、
着
実
に

オ
ー
タ
ケ
と

い
う
企
業
が

成
長
し
て
き
て
い
る
こ
と
は

数
字
か
ら
も
よ
く
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま

す
。
私
が
社
長
に
就
任
し
て

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
人
間

の
深
層
心
理
は
必
ず
〝
自
分

フ
ァ
ー
ス
ト
〞
思
考
が
存
在

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
の
考
え
は
全
く
違

っ
て
い
ま
し
て
、
自
分
フ
ァ

ー
ス
ト
で
は
個
人
も
会
社
も

ま
っ
た
く
成
長
し
て
い
か
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ

る
面
で
は
他
人
フ
ァ
ー
ス

ト
、
お
客
さ
ま
や
仕
入
先
さ

ま
、
一
緒
に
仕
事
を
す
る
先

輩
、
同
僚
、
後
輩
な
ど
、
ま

わ
り
の
人
た
ち
を
ま
ず
優
先

す
る
、
大
切
に
す
る
と
い
う

考
え
方
を
も
た
な
け
れ
ば
ダ

メ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
考

え
方
を
意
識
し
て
皆
さ
ん
と

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
社
長
は
、
�
社
員

フ
ァ
ー
ス
ト
�
で
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
社
員
の
方
た

ち
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
働

く
の
が
社
長
の
仕
事
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
こ

の
想
い
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
日
は
普
段
お
話
し
な

い
よ
う
な
方
々
と
積
極
的
に

お
話
し
て
い
た
だ
い
て
社
員

の
方
た
ち
同
士
で
親
交
を
深

め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

納
涼
会
は
非
常
に
盛
り
上

が
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始

ま
る
と
、
豪
華
景
品
を
目
の

前
に
参
加
者
た
ち
の
盛
り
上

が
り
は
最
高
潮
に
。
宴
も
た

け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

中
締
め
の
挨
拶
と
な
り
、
最

後
は
一
丁
締
め
で
散
会
と
な

っ
た
。

金属３Ｄプリンタ「ＡＺ６００」の造形事例

１３
年
ぶ
り
に
新
型
登
場

ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
機「
Ｍ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」初
公
開

三
菱
電
機
メ
カ
ト
ロニ
ク
ス
フ
ェア
２０２５
開
催

金戸俊哉オータケ社長

お
よ
そ
１５０
名
が
集
ま
り
大
盛
り
上
が
り

オ
ー
タ
ケ
従
業
員
組
合
主
催
納
涼
会
開
催

初公開の新型ワイヤ放電加工機「ＭＧ１２Ｒ」

およそ１５０名のオータケ社員が集合

第２９３３・２９３４号（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）令和７年９月７・１４日（３）



住
友
電
気
工
業
ハ
ー
ド
メ

タ
ル
事
業
部
が
事
務
局
を
務

め
る
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会
再
編
後

の
第
１
回
目
と
な
る
「
中
日

本
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会
総
会
」
が

６
月
１８
日
、
名
古
屋
マ
リ
オ

ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
で
午

後
２
時
３０
分
よ
り
開
か
れ

た
。中

日
本
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会

は
、
超
硬
合
金
製
品
「
イ
ゲ

タ
ロ
イ
」
を
は
じ
め
と
す
る

同
社
製
品
の
拡
販
に
向
け
た

取
り
組
み
を
よ
り
効
果
的
に

共
有
す
る
た
め
、
本
年
４
月

１
日
に
東
海
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会

と
北
陸
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会
を
統

合
し
て
発
足
。
会
長
に
、
東

海
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会
会
長
を
務

め
て
い
た
前
嶋
孝
行
氏
（
前

島
商
会
社
長
）
が
就
任
し

た
。総

会
は
藤
冨
浩
二
ハ
ー
ド

メ
タ
ル
事
業
部
流
通
販
売
部

名
古
屋
市
販
グ
ル
ー
プ
長
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
開
会
に

あ
た
っ
て
前
嶋
会
長
が
「
住

友
電
工
さ
ん
が
こ
こ
数
年
、

後
押
し
さ
れ
て
き
た
大
阪
・

関
西
万
博
。
世
間
で
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
意
見
が
多
か
っ
た

が
、
開
幕
し
た
ら
非
常
に
盛

り
上
が
っ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
の
勢
い
で
い
け
ば
目
標
来

場
者
数
も
達
成
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
最
近
で
は
報
道

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
生
中

日
本
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会
も
、
会

員
・
問
屋
・
住
友
電
工
さ
ん

が
三
位
一
体
と
な
っ
て
イ
ゲ

タ
ロ
イ
製
品
を
拡
販
し
、
数

字
を
上
げ
て
皆
が
潤
う
。
こ

れ
が
最
終
目
標
だ
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
『
ま
ず

は
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う

気
持
ち
で
今
年
１
年
、
一
緒

に
運
営
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
。

メ
ー
カ
ー
挨
拶
で
は
、
佐

橋
稔
之
住
友
電
気
工
業
常
務

が
「
平
素
は
イ
ゲ
タ
ロ
イ
製

品
、
ス
ミ
ボ
ロ
ン
・
ス
ミ
ダ

イ
ヤ
製
品
の
拡
販
に
多
大
な

る
尽
力
を
頂
き
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
切
削
工
具

業
界
が
好
調
と
は
言
え
な
い

中
で
、
よ
り
良
い
製
品
を
お

客
様
に
届
け
る
た
め
に
、
イ

ゲ
タ
ロ
イ
会
を
ど
う
活
気
あ

ふ
れ
る
会
に
す
る
か
を
考
え

た
上
で
、
再
編
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
今
ま
で
以
上
に

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
た
い
」
と

述
べ
、
併
せ
て
住
友
電
工
の

決
算
概
要
を
報
告
し
た
。

住
友
電
工
の
２
０
２
５
年

３
月
期
連
結
決
算
は
、
売
上

高
４
兆
６
７
９
８
億
円
、
営

業
利
益
３
２
０
７
億
円
、
経

常
利
益
３
０
９
５
億
円
、
当

期
純
利
益
１
９
３
８
億
円
と

な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高

を
更
新
し

た
。
自
動
車

分
野
で
ワ
イ

ヤ
ー
ハ
ー
ネ

ス
の
需
要
が

堅
調
に
推
移

し
、
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
は
電
力

ケ
ー
ブ
ル
や

受
変
電
設
備
の
需
要
が
拡

大
、
情
報
通
信
分
野
で
は
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
関
連
市
場
向

け
の
需
要
が
拡
大
し
た
。

「
住
友
電
工
で
は
大
き
く

５
つ
の
分
野
が
あ
る
が
、
ハ

ー
ド
メ
タ
ル
が
所
属
す
る
産

業
素
材
の
分
野
は
、
他
の
分

野
に
比
べ
て
や
や
低
調
だ
っ

た
。
本
年
度
は
、
厳
し
い
中

で
も
皆
様
の
協
力
を
頂
き
な

が
ら
様
々
な
施
策
に
取
り
組

み
、
増
収
増
益
を
目
指
し
た

い
」
と
表
明
。
佐
橋
常
務
は

ト
ラ
ン
プ
関
税
や
中
国
の
レ

ア
メ
タ
ル
・
レ
ア
ア
ー
ス
の

輸
出
規
制
を
懸
念
材
料
に
挙

げ
「
超
硬
工
具
の
原
材
料
で

あ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
見
る
と
８
割
を

中
国
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現

状
。
資
源
の
無
い
日
本
で
こ

の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
確
保
す

る
に
は
、
お
客
様
で
お
使
い

の
超
硬
工
具
を
ス
ク
ラ
ッ
プ

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
再
度

活
用
す
る
と
い
う
活
動
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
当
社
で

も
推
進
し
て
い
く
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
切
削
工
具
業
界

全
体
、
あ
る

い
は
経
産
省

な
ど
国
を
巻

き
込
ん
だ
対

策
ま
で
進
め

て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考

え
て
い
る
」

と
話
し
た
。

続
い
て
、

新
生
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会
の
概
要

に
つ
い
て
、
本
城
伸
英
流
通

販
売
部
企
画
グ
ル
ー
プ
長
よ

り
説
明
さ
れ
た
。

新
生
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会
は
、

①
高
い
拡
販
意
欲
に
て
販
売

実
績
を
上
げ
て
い
る
会
員
店

へ
拡
販
支
援
を
一
層
強
化

し
、
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る

②
従
来
以
上
に
魅
力
的
な
拡

販
企
画
を
用
意
し
、
会
員
店

の
拡
販
促
進
に
貢
献
す
る
③

全
国
統
一
的
な
運
営
と
し
、

拡
販
に
向
け
た
住
友
の
取
り

組
み
を
よ
り
効
果
的
に
共
有

す
る
―
と
い
う
３
点
を
目
的

に
発
足
。

こ
れ
ま
で
東
日
本
、
東

海
、
北
陸
、
西
日
本
、
九
州

の
５
地
区
で
構
成
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
、
「
東
日
本
」

は
そ
の
ま
ま
で
、
東
海
と
北

陸
を
統
合
し
て
「
中
日

本
」
、
西
日
本
と
九
州
を
統

合
し
て
「
西
日
本
」
の
３
地

区
と
し
、
全
国
統
一
的
な
運

営
に
す
る
こ
と
で
拡
販
方
針

の
浸
透
強
化
を
図
っ
て
い

く
。
会
費
の
徴
収
は
行
わ

ず
、
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
特
別
会
費
を
徴
収
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
会
員
区
分
を
設

け
、
区
分
に
応
じ
た
施
策
を

用
意
。
入
退
会
規
則
に
基
づ

き
毎
年
１
月
に
会
員
の
異
動

を
行
う
。
本
城
氏
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
店
の
第
一
線
営
業
担

当
者
を
対
象
に
し
た
切
削
工

具
販
売
技
術
習
得
の
た
め
の

ス
ミ
マ
イ
ス
タ
ー
講
習
や
、

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明

し
、
「
新
し
い
イ
ゲ
タ
ロ
イ

会
を
通
じ
て
、
会
員
の
皆
様

の
販
売
力
強
化
、
シ
ェ
ア
ア

ッ
プ
を
目
指
し
て
、
社
員
一

同
全
力
で
取
り
組
む
」
と
の

姿
勢
を
示
し
た
。

事
業
部
方
針
に
つ
い
て

は
、
木
村
寿
良
執
行
役
員
ハ

ー
ド
メ
タ
ル
事
業
部
長
よ
り

報
告
さ
れ
た
。
売
上
金
額
は

２
０
２
１
年
を
１
０
０
と
す

る
と
、
２
０
２
４
年
は
１
１

４
で
前
年
比
５
・
３
％
増
と

な
っ
た
。
国
内
に
関
し
て
は

２
０
２
１
年
並
み
、
前
年
比

微
増
。
海
外
は
為
替
等
の
影

響
も
あ
り
増
加
し
た
。

国
内
で
切
削
工
具
の
需
要

が
以
前
の
よ
う
な
右
肩
上
が

り
に
な
り
に
く
い
状
況
の

中
、
今
年
度
は
「
主
力
製
品

で
あ
る
超
硬
イ
ン
サ
ー
ト
、

Ｃ
Ｂ
Ｎ
及
び
ダ
イ
ヤ
工
具
、

ド
リ
ル
の
拡
販
を
一
層
進
め

て
い
き
た
い
」
と
木
村
氏
。

新
規
市
場
開
拓
で
は
「
航
空

機
産
業
に
加
え
て
、
各
産
業

で
需
要
が
増
え
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
小
物
部
品
加
工

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
拡
販
に

注
力
し
て
い
く
」
。
さ
ら
に

デ
ジ
タ
ル
活
用
や
タ
ン
グ
ス

テ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
拡
大
を

推
進
し
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
ト
ッ
プ
３
の
地

位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て

い
く
」
と
の
方
針
を
説
明
。

そ
の
他
、
１０
月
２２
〜
２５
日

に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
メ

カ
ト
ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
２

０
２
５
（
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
２
０
２

５
）
に
も
出
展
し
、
製
品
だ

け
で
な
く
、
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ⅹ
対

応
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
同

社
の
総
合
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ

り
、
２
０
２
５
年
は
前
年
比

約
８
％
増
の
売
上
を
目
指
す

と
し
た
。

営
業
活
動
報
告
で
は
、
辰

巳
勝
彦
流
通
販
売
部
長
が
新

製
品
・
新
規
市
場
拡
販
、
技

術
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
重
点
実

施
事
項
に
つ
い
て
説
明
。
ユ

ー
ザ
ー
囲
い
込
み
に
向
け

た
、
技
術
情
報
誌
「
Ｓ
ｕ
ｍ

ｉ
Ｔ
ｏ
ｏ
ｌ

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ

Ｙ
」
（
２
０
２
５
年
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
）
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ル

マ
ガ
に
よ
る
情
報
発
信
強
化

に
つ
い
て
も
報
告
し
た
。

タ
ン
グ
ス
テ
ン
原
料
に
つ

い
て
は
、
記
村
尚
義
業
務
部

業
務
ク
ル
ー
プ
長
が
調
達
リ

ス
ク
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
拡
大
し

て
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
安
定
調

達
を
強
化
す
る
同
社
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
協
力
を
求
め

た
。総

会
終
了
後
は
優
秀
会
員

会
社
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
優

秀
賞
１
社
、
優
秀
賞
７
社
、

飛
躍
賞
５
社
、
新
製
品
拡
販

賞
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
拡
販
賞

各
１
社
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

最
優
秀
賞
１
社
の
計
１６
社

に
、
佐
橋
常
務
よ
り
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

午
後
４
時
３０
分
か
ら
行
わ

れ
た
講
演
会
で
は
、
「
地
方

企
業
の
採
用
難
を
乗
り
越
え

る
〜
地
方
企
業
の
チ
ー
ム
組

成
と
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
〜
」
と

題
し
て
小
田
島
春
樹
氏
（
ゑ

び
や
社
長
）
が
約
１
時
間
半

に
わ
た
っ
て
講
演
し
た
。

こ
の
後
、
会
場
を
移
し
て

懇
親
会
が
催
さ
れ
、
青
木
雅

彦
山
善
執
行
役
員
ツ
ー
ル
＆

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
部

長
の
発
声
で
乾
杯
。
イ
ゲ
タ

ロ
イ
会
恒
例
の
大
ビ
ン
ゴ
大

会
で
楽
し
く
盛
り
上
が
り
、

午
後
８
時
前
に
久
我
浩
一
ノ

ダ
キ
常
務
の
中
締
め
で
散
会

し
た
。

第
１
回
中
日
本
イ
ゲ
タ
ロ
イ
会
総
会
を
開
催

住友電工の佐橋常務

会
長
に
前
嶋
孝
行
氏（

）

前
島
商
会

社

長

住
友
電
工
会
を
再
編
し
、販
売
支
援
強
化

再編後、初の総会に多数の会員店が出席

挨拶する前嶋会長

（４）令和７年９月７・１４日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２９３３・２９３４号



第２９３３・２９３４号（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）令和７年９月７・１４日（５）

管
材
・
設
備
機
器
等
の
総

合
商
社
、
村
松
商
店
（
社
長

�
村
松
尋
代
氏
、
本
社
�
浜

松
市
中
央
区
）
の
「
第
２８
回

元
浜
会
」
が
７
月
４
日
、
浜

松
市
内
の
オ
ー
ク
ラ
ア
ク
ト

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
浜
松
で
午
後

２
時
よ
り
開
か
れ
、
仕
入
れ

先
１
７
８
名
と
同
社
社
員
を

合
わ
せ
て
総
勢
約
２
２
０
名

が
参
加
し
た
。

村
松
美
和
副
社
長
が
ピ
ア

ノ
を
奏
で
る
中
、
参
加
者
が

着
席
。
司
会
を
務
め
る
東
部

支
店
の
佐
野
翔
一
郎
氏
と
西

部
支
店
の
大
橋
良
太
郎
氏
よ

り
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。冒

頭
、
村
松
社
長
が
「
本

日
は
第
２８
回
元
浜
会
に
参
加

頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き

な
か
っ
た
期
間
も
あ
り
、
元

浜
会
が
始
ま
っ
て
３１
年
目
と

な
っ
た
。
全
国
で
管
が
破
裂

し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
こ

の
業
界
に
関
連
す
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
重
要
性
が
一
層
増

し
て
い
る
。
私
ど
も
は
今
年

創
業
９２
年
、
設
立
７５
年
。
地

域
の
方
と
共
に
や
っ
て
き

た
。
継
続
は
力
な
り
と
言
う

が
、
会
社
を
続
け
て
い
く
に

は
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
や
る
、
こ

れ
し
か
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
前
期
（
７４
期
）
は
増
収

増
益
で
過
去
最
高
の
売
上
高

と
な
っ
た
。
こ
れ
も
仕
入
れ

先
様
の
協
力
の
も
と
、
こ
こ

に
い
る
営
業
・
仕
入
れ
担
当

の
社
員
を
は
じ
め
、
ア
シ
ス

タ
ン
ト
や
倉
庫
・
物
流
の
社

員
一
人
一
人
が
日
々
頑
張
っ

て
き
た
結
果
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
１
０
０

年
、
２
０
０
年
と
続
け
て
い

け
る
会
社
に
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

参
加
者
を

代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た

菊
本
一
高
栗

本
鐵
工
所
社

長
は
「
企
業

理
念
と
し
て

地
域
社
会
貢

献
を
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

村
松
社
長
が

パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
務

め
る
ラ
ジ
オ

番
組
は
今
年

で
１７
年
目
と

な
り
、
迎
え
た
静
岡
県
に
縁

の
あ
る
ゲ
ス
ト
は
総
勢
９
０

０
名
に
上
る
と
い
う
。
ま

た
、
長
年
、
静
岡
県
の
表
彰

審
査
委
員
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
静
岡
県
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
ら

れ
て
い
る
。
企
業
と
し
て

も
、
地
域
の
掃
除
活
動
に
協

賛
さ
れ
る
ほ
か
、
今
年
も
１２

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
浜
松

市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
活
動

の
支
援
を
継
続
さ
れ
る
。
私

た
ち
企
業
に
と
っ
て
本
当
に

お
手
本
と
な
る
、
地
域
と
企

業
の
一
体
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
支
え
る
会
社
と
し
て
、

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
す

る
」
と
述
べ
た
。

堀
川
達
也
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
名
古
屋
支
社
長
は
乾
杯
の

挨
拶
で
、
同
社
が
所
属
す
る

中
部
経
済
連
合
会
が
発
表
し

た
『
強
靭
か
つ
持
続
可
能
な

上
下
水
道
事
業
に
向
け
て
』

の
緊
急
提
言
を
紹
介
。
そ
の

中
で
「
私
が
一
番
印
象
に
残

っ
た
の
が
、
老
朽
化
し
た
下

水
道
管
に
起
因
す
る
道
路
の

陥
没
事
故
は
全
国
で
２
０
２

２
年
に
２
６
０
０
件
起
き
て

い
る
。
上
水
道
管
に
お
い
て

は
年
間
約
２
万
件
の
漏
水
・

破
損
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
老
朽
化
対
策
が
急
務
だ

と
い
う
こ
と
。
今
後
益
々
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
上
下
水

道
事
業
の
修
繕
や
補
強
、
更

新
の
需
要
は
増
え
て
く
る
と

思
っ
て
い
る
。
村
松
商
店
様

は
じ
め
元
浜
会
に
ご
参
集
の

皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
の
需
要

を
し
っ
か
り
と
捕
捉
し
て
、

社
会
の
ニ
ー

ズ
で
あ
る
環

境
へ
の
配

慮
、軽
量
化
、

高
い
施
工
性

な
ど
の
特
長

を
持
つ
商
品

で
社
会
に
貢

献
し
、
か
つ

ガ
ッ
チ
リ
と
儲
け
て
頂
き
た

い
」
と
述
べ
て
、
乾
杯
の
音

頭
を
と
っ
た
。

宴
で
は
、
静
岡
県
の
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
局
Ｋ
�
ｍ
ｉ
ｘ
（
静

岡
エ
フ
エ
ム
放
送
）
で
村
松

社
長
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

を
務
め
て
い
る
「
お
元
気
で

す
か
？H

IR
O
’S
C
A
F

E

」
の
公
開
収
録
を
模
し
、

菊
本
栗
本
鐵
工
所
社
長
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
た
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
た
。

銘
酒
な
ど
が
当
た
る
恒
例

の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
懇
親
が
深
ま

る
中
、
吉
川
弘
樹
積
水
化
学

工
業
環
境
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

カ
ン
パ
ニ
ー
営
業
本
部
中
部

営
業
部
長
が
「
今
回
は
働
き

方
改
革
も
意
識
し
て
午
後
２

時
か
ら
の
開
催
に
変
更
さ
れ

た
の
だ
と
思
う
が
、
社
長
が

仰
っ
て
い
た
よ
う
に
変
わ
る

こ
と
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

や
銘
酒
の
数
々
な
ど
変
わ
ら

ぬ
村
松
商
店
様
の
心
遣
い
に

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
本
日

深
め
た
親
交
を
明
日
以
降
、

商
売
の
場
で
生
か
し
て
頂
い

て
、
更
に
Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ
の

関
係
に
な
れ
ば
よ
い
と
感
じ

て
い
る
」
と
述
べ
て
中
締

め
。当

日
参
加
し
た
村
松
商
店

社
員
が
登
壇
し
、
倉
嶋
潤
常

務
執
行
役
員
西
部
支
店
長
が

「
今
年
度
創
業
９２
年
と
い
う

長
い
歴
史
の
中
で
、
先
輩
方

が
築
き
上
げ
、
現
在
私
た
ち

が
引
き
継
い
で
い
る
お
客

様
、
仕
入
れ
先
様
と
の
信
頼

関
係
を
し
っ
か
り
活
用
し
、

静
岡
県
内
の
正
確
な
情
報
を

い
ち
早
く
収
集
し
て
皆
様
方

と
共
有
し
な
が
ら
、
良
い
成

果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
一
枚
岩

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
て
、
閉
会
し

た
。

ソ
デ
ィ
ッ
ク
（
社
長
�
圷

祐
次
氏
、
本
社
�
横
浜
市
都

筑
区
）
は
７
月
１６
日
、
オ
ー

ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
リ
ニ
ア

モ
ー
タ
駆
動
超
精
密
ワ
イ
ヤ

放
電
加
工
機
「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
１
０

０
Ｌ
＋
」
の
販
売
を
開
始
す

る
と
発
表
し
た
。
Ａ
Ｉ
需
要

を
背
景
と
し
た
高
速
光
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
急
速
な
普

及
に
伴
い
需
要
が
拡
大
し
て

い
る
Ｍ
Ｔ
フ
ェ
ル
ー
ル
（
光

コ
ネ
ク
タ
金
型
）
を
は
じ
め

と
す
る
電
子
部
品
・
半
導
体

業
界
や
、
時
計
・
精
密
機
器

業
界
、
医
療
機
器
業
界
な
ど

で
必
要
と
さ
れ
る
ナ
ノ
領
域

で
の
超
精
密
加
工
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
。

「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
１
０
０
Ｌ
＋
」

は
、
従
来
機
「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
１
０

０
Ｌ
」
の
加
工
性
能
は
そ
の

ま
ま
に
、
省
エ
ネ
性
能
を
向

上
。
加
工
液
処
理
の
制
御
を

最
適
化
す
る
こ
と
で
、
従
来

機
と
比
較
し
て
最
大
２５
％
の

消
費
電
力
削
減
を
実
現
し

た
。ま

た
、
φ
０
・
０２
㎜
の
超

極
細
ワ
イ
ヤ
に
対
応
す
る
自

動
結
線
機
能
を
標
準
搭
載
。

ワ
イ
ヤ
を
誘
導
す
る
結
線
用

の
パ
イ
プ
が
、
上
ガ
イ
ド
を

貫
通
し
て
ワ
ー
ク
上
面
に
接

触
す
る
こ
と
で
、
凹
凸
の
あ

る
ワ
ー
ク
に
も
対
応
す
る
。

さ
ら
に
、
Ｍ
Ｔ
フ
ェ
ル
ー
ル

向
け
に
、
「
ロ
ン
グ
丸
ダ
イ

ス
装
着
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」

や
「
Ｑ
ｕ
ｉ
ｃ
ｋ

Ｕ
ｐ

Ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
」
な
ど
の
特

別
機
能
を
含
む
「
Ｍ
Ｔ
Ｆ
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
も
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
用
意
。
小
径
狭
ピ
ッ

チ
の
下
穴
で
も
安
定
し
た
結

線
が
可
能
で
あ
る
。

機
械
本
体
の
塗
装
色
に
は

高
級
感
、
高
品
質
感
の
あ
る

ガ
ン
メ
タ
ル
グ
レ
イ
を
採

用
。
さ
ら
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
銘
板
の
採
用
に

よ
り
視
認
性
が
向
上
し
、
稼

働
状
態
の
把
握
が
容
易
に
な

っ
た
。

「
Ｅ
Ｘ
Ｃ

１
０
０
Ｌ

＋
」
の
販
売

は
オ
ー
プ
ン

価
格
。
同
社

で
は
年
間
２４

台
の
生
産
を

目
指
す
。

【
オ
ー
ル

セ
ラ
ミ
ッ
ク

製
ボ
デ
ィ
ほ

か
、
超
精
密

加
工
を
可
能

に
す
る
主
な

機
能
】

●
世
界
初
の
完
全
非
接
触

Ｘ
Ｙ
直
交
テ
ー
ブ
ル

自
社
製
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
エ

ア
ス
ラ
イ
ダ
と
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、

ね
じ
レ
ス
駆
動
を
実
現
。
ガ

イ
ド
と
ス
ラ
イ
ダ
の
間
の
微

少
な
隙
間
に
エ
ア
を
送
り
込

み
、
非
接
触
で
ス
ラ
イ
ド
す

る
こ
と
で
摩
擦
・
摩
耗
・
発

熱
を
防
ぐ
。
一
定
圧
力
に
よ

り
絶
え
ず
真
直
性
を
保
持

し
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
・
ヨ
ー
イ

ン
グ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
を
最
小

化
し
、
最
小
駆
動
単
位
０
・

０１
�
（
１０
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）

を
達
成
し
、
超
精
密
加
工
を

可
能
に
す
る
。

●
省
エ
ネ
性
能
と
高
精
度

を
両
立
さ
せ
る
高
精
度
加
工

液
冷
却
装
置
と
一
定
温
加
工

液
循
環
シ
ス
テ
ム

加
工
液
の
噴
流
・
循
環
・

送
液
を
フ
ル
イ
ン
バ
ー
タ

化
。
加
工
液
の
流
量
を
検
出

し
、
加
工
状
況
に
応
じ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
動
作
を
最
適
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
ま
た
、

加
工
液
温
は
イ
ン
バ
ー
タ
式

加
工
液
冷
却
装
置
に
よ
る
加

工
槽
の
液
温
を
ダ
イ
レ
ク
ト

管
理
。
安
定
し
た
高
精
度
加

工
と
省
エ
ネ
性
能
を
高
次
元

で
両
立
さ
せ
る
。

●
Ｌ
Ｐ
２
Ｗ
電
源
に
よ
る

熟
練
作
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

超
え
る
ナ
ノ
領
域
加
工
を
実

現
Ｌ
Ｐ
２
Ｗ
電
源
で
は
３
次

元
ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
を
直
接

取
り
込
み
加
工
に
利
用
す
る

こ
と
で
、
飛
躍
的
な
加
工
性

能
ア
ッ
プ
を
実
現
す
る
。
最

適
な
加
工
条
件
が
３
次
元
ソ

リ
ッ
ド
モ
デ
ル
か
ら
自
動
的

に
作
成
さ
れ
る
た
め
、
大
幅

な
無
人
化
、
省
力
化
が
可
能

と
な
る
。

【
「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
１
０
０
Ｌ

＋
」
に
よ
る
微
細
穴
加
工
サ

ン
プ
ル
】

φ
０
・
０５
㎜
の
Ｔ
Ｗ
Ｓ
ワ

イ
ヤ
を
用
い
た
Ｓ
Ｋ
Ｄ
１１
材

（
板
厚
０
・
５
㎜
）
へ
の
微

細
穴
加
工
に
お
い
て
、
ピ
ッ

チ
・
穴
径
精
度
±
０
・
５
�

以
内
を
達
成
。
面
粗
度
Ra
０

・
０
４
１
�
、
Rz
０
・
３
０

９
�
を
実
現
し
、
Ｍ
Ｔ
フ
ェ

ル
ー
ル
金
型
の
高
精
度
加
工

に
最
適
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

日
本
産
業
機
械
工
業
会

（
会
長
�
金
花
芳
則
氏
）
が

８
月
２０
日
発
表
し
た
２
０
２

５
年
６
月
の
産
業
機
械
受
注

高
は
、
前
年
同
月
比
３３
・
１

％
増
の
７
２
８
１
億
６
５
０

０
万
円
で
、
２
か
月
連
続
し

て
前
年
を
上
回
っ
た
。

内
需
は
３９
・
２
％
増
の
４
７

７
０
億
１
７
０
０
万
円
で
、

こ
の
う
ち
製
造
業
向
け
が
２６

・
９
％
増
、
非
製
造
業
向
け

が
４６
・
０
％
増
、
官
公
需
向

け
が
５２
・
５
％
増
、
代
理
店

向
け
が
１０
・
０
％
増
だ
っ

た
。
増
加
し
た
機
種
は
タ
ン

ク（
１
３
９
・
４
％
増
）、運

搬
機
械
（
９０
・
７
％
増
）
な

ど
１１
機
種
、
減
少
し
た
機
種

は
１
機
種
だ
っ
た
。

外
需
は
２２
・
８
％
増
の
２

５
１
１
億
４
８
０
０
万
円
。

プ
ラ
ン
ト
は
８
件
で
６
８
２

億
９
７
０
０
万
円
だ
っ
た
。

増
加
し
た
機
種
は
ボ
イ
ラ
・

原
動
機
（
２
７
４
・
７
％

増
）
、
金
属
加
工
機
械
（
１

４
７
・
７
％
増
）
な
ど
８
機

種
、
減
少
し
た
機
種
は
４
機

種
だ
っ
た
。

前

年

同
月
比

挨拶する村松社長

仕
入
れ
先
と
連
携
を
深
め
情
報
共
有

地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る

村
松
商
店「
第
２８
回
元
浜
会
」を
開
催

超
精
密
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
機

「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
１００
Ｌ
＋
」販
売
開
始

ソ
デ
ィッ
ク
超
精
密
加
工
と
省
エ
ネ
を
両
立

２０２５
年
６
月
の
産
業
機
械
受
注
高

７２８１
億
６５００
万
円

３３.１
％
増

仕入れ先ら約２２０名が参加
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公
益
財
団
法
人
山
田
貞
夫

音
楽
財
団
（
代
表
理
事
�
田

中
真
紀
代
氏
、
所
在
地
�
名

古
屋
市
中
村
区
・
ダ
イ
ド
ー

内
）
は
、
７
月
２４
日
午
後
２

時
よ
り
ヤ
マ
ハ
名
古
屋
ホ
ー

ル
（
名
古
屋
市
中
区
）
に
お

い
て
「
第
１３
回
新
進
演
奏
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

た
。
選
考
の
結
果
、
「
第
１３

回
（
２
０
２
５
年
度
）
山
田

貞
夫
音
楽
賞
」
の
受
賞
者
６

名
が
決
ま
り
、
こ
の
中
で
滑

川
敬
一
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
）
、
福
場
桜
子
さ
ん
（
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
清
水
麗
楽

さ
ん
（
同
）
が
特
選
を
受
賞

し
た
。

特
選
の
３
名
は
９
月
２６
日

に
名
古
屋
市
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
「
ア
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー

ル
」
（
名
古
屋
市
中
区
）
で

開
催
さ
れ
る
「
第
１３
回
新
進

演
奏
家
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
セ

ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
と

協
演
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。同

財
団
で
は
、
愛
知
県
内

で
活
躍
し
て
い
る
将
来
有
望

な
新
人
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
家

の
活
動
を
支
援
し
、
愛
知
県

の
文
化
芸
術
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
山
田

貞
夫
音
楽
賞
の
贈
呈
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
は
、
選
考
委

員
６
名
と
財
団
役
員
、
サ
ポ

ー
タ
ー
ら
が
参
加
す
る
中
、

第
１
次
選
考
の
書
類
審
査
及

び
音
源
審
査
を
通
過
し
た
８

名
の
若
手
演
奏
家
（
ピ
ア
ノ

２
名
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
４

名
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
２
名
）

が
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
ん
だ
。

冒
頭
、
川
口
嘉
和
事
務
局

長
が
「
皆
様
の
お
か
げ
で
、

今
回
１３
回
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
昨
年
ま
で
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
特
選
と

い
う
形
で

合
計
３４
名

の
方
が
そ

の
後
セ
ン

ト
ラ
ル
愛

知
交
響
楽

団
と
の
協

演
を
果
た

し
て
い

る
。
今
年

は
例
年
よ

り
応
募
者

が
多
く
、

こ
れ
も
長

年
続
け
て

い
る
活
動

が
各
指
導
者
の
先
生
方
、
ま

た
演
奏
家
の
方
に
広
く
知
ら

れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の

だ
と
思
う
」
と
活
動
へ
の
支

援
に
感
謝
を
述
べ
て
、
開

会
。
本
年
４
月
に
財
団
に
寄

付
を
し
た
山
田
弘
子
さ
ん
に

感
謝
状
と
お
礼
の
品
が
贈
ら

れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
田
中
代
表

理
事
は
「
先
日
の
第
１
次
選

考
で
１４
名
か
ら
８
名
に
な

り
、
本
日
は
最
終
選
考
と
な

る
。
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
期

待
し
て
い
る
。
今
後
も
若
手

音
楽
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
色
々

な
形
で
行
い
、
応
援
し
て
ま

い
り
た
い
」
と
話
し
、
選
考

委
員
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー
に
引

き
続
き
力
添
え
を
お
願
い
し

た
。課

題
曲
を
そ
れ
ぞ
れ
演
奏

し
た
後
、
審
査
が
行
わ
れ

た
。
表
彰
式
に
先
立
ち
選
考

委
員
を
代
表
し
て
、
第
１３
回

新
進
演
奏
家
コ
ン
サ
ー
ト
で

指
揮
す
る
小
松
長
生
氏
が

「
今
年
は
一
段
と
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
て
皆
さ
ん
素
晴
ら
し

く
、
協
演
す
る
こ
と
に
不
安

感
は
全
く
な
い
。
本
日
の
８

名
の
方
は
誇
り
を
持
っ
て
、

胸
を
張
っ
て
音
楽
を
続
け
て

い
っ
て
頂
き
た
い
」
と
激
励

し
た
。

受
賞
者
及
び
選
考
委
員
は

次
の
通
り
。

【
山
田
貞
夫
音
楽
賞
（
６

名
）
※
は
特
選
】
演
奏
順

石
川
奈
々
歩
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）
▽
※
滑
川
敬
一
さ
ん

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
▽
※
福

場
桜
子
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）
▽
樋
口
杏
奈
さ
ん
（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
▽
※
清
水
麗

楽
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

▽
松
本
陽
輝
さ
ん
（
同
）

【
山
田
弘
子
特
別
賞
】

松
本
陽
輝
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）

【
選
考
委
員
】

小
松
長
生
氏
（
コ
ス
タ
リ

カ
国
立
交
響
楽
団
桂
冠
指
揮

者
）
▽
松
尾
葉
子
氏
（
ト
リ

フ
ォ
ニ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
創
立
名
誉
指
揮

者
）
▽
瀬
戸
和
夫
氏
（
愛
知

芸
術
文
化
協
会
理
事
）
▽
清

水
皇
樹
氏
（
名
古
屋
音
楽
大

学
学
長
）
▽
川
田
健
太
郎
氏

（
名
古
屋
芸
術
大
学
准
教

授
）
▽
寺
田
史
人
氏
（
寺
田

弦
楽
四
重
奏
団
、
プ
シ
ャ
ー

テ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
主
宰
）

最
後
に
、
財
団
創
設
者
の

山
田
貞
夫
会
長
（
ダ
イ
ド
ー

会
長
）
が
「
地
元
で
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

皆
様
方
の
才
能
を
磨
け
ば
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
の

で
、
自
信
を
持
っ
て
音
楽
と

お
付
き
合
い
を
し
て
頂
き
た

い
」
と
挨
拶
し
、
コ
ン
ク
ー

ル
を
終
了
し
た
。

三
重
県
機
械
工
具
商
組
合

（
理
事
長
�
水
野
隆
次
氏
・

共
栄
商
会
社
長
）
の
青
年
部

（
部
長
�
須
藤
清
範
氏
・
須

藤
鋼
機
社
長
）
主
催
納
涼
会

が
７
月
２４
日
、
近
鉄
四
日
市

駅
北
口
ふ
れ
あ
い
モ
ー
ル
グ

ル
メ
パ
ー
ク
内
ビ
ア
ダ
イ
ニ

ン
グ
グ
リ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
旧
ア
サ
ヒ
ビ
ア
ケ
ラ
ー
四

日
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
組

合
員
や
賛
助
会
員
ら
８０
名
が

参
加
し
た
。

枅
川
修
理
事
（
ジ
ー
ネ
ッ

ト
）
の
司
会

進
行
で
午
後

６
時
３０
分
に

開
会
。
ま
ず

水
野
理
事
長

が
「
お
暑
い

な
か
、
そ
し

て
お
忙
し
い

な
か
、
三
重

県
機
械
工
具

商
組
合
青
年

部
主
催
の
ビ

ア
パ
ー
テ
ィ

ー
に
こ
れ
だ

け
多
く
ご
参

加
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
よ

り
私
が
理
事
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と

で
、
昨
年
は
青
年
部
の
部
長

を
務
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
青
年
部
の
顧

問
と
い
う
立
場
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は

今
日
は
お
時
間
の
許
す
限
り

た
く
さ
ん
呑
ん
で
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
今
年
度
か
ら
青

年
部
部
長
を
務
め
る
須
藤
氏

が
マ
イ
ク
を
握
り
「
今
年
度

よ
り
青
年
部
の
部
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
須
藤
鋼
機
の

須
藤
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
今

日
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て

カ
ン
パ
ー
イ
！
」
と
音
頭
を

と
り
、
暑
気
払
い
の
納
涼
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

冷
た
い
ビ
ー
ル
、
美
味
し

い
食
事
、
そ
し
て
豪
華
景
品

の
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
を
楽

し
ん
だ
後
、
宴
も
た
け
な
わ

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
戸
谷
真

基
青
年
部
副
部
長
（
常
盤
機

工
社
長
）
が
マ
イ
ク
を
握
り

「
須
藤
部
長
と
同
じ
く
今
年

度
よ
り
青
年
部
副
部
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
メ

ー
カ
ー
さ
ん
、
問
屋
さ
ん
、

販
売
店
さ
ん
が
集
ま
り
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過
ご
せ

る
場
と
い
う
の
は
な
か
な
か

無
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
来
年
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
」
と
中
締
め
の
挨
拶
を

し
、
最
後
は
一
丁
締
め
で
散

会
と
な
っ
た
。

「
山
田
貞
夫
音
楽
賞
」
今
年
は
６
名
受
賞

特
選
は
滑
川
さ
ん
、福
場
さ
ん
、清
水
さ
ん

第
１３
回
新
進
演
奏
家
コ
ン
ク
ー
ル

山
田
貞
夫

音
楽
財
団

須
藤
青
年
部
部
長

新
部
長
就
任
後
初
事
業
に
８０
名
集
ま
る

三
重
県
機
械

工
具
商
組
合

青
年
部
主
催
納
涼
会

特選受賞者（左から）清水さん、福場さん、滑川さん
と田中代表理事

組合員、賛助会員の若手社員ら８０名が参加
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